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standard deviation∫ o.75 0.36
OpcratingconditionsareshowninTable2･













































































を検討するため, でん粉, 析粉,CMCを使 った
Tablelの如き線香を作製しこれら No.1,2,3の線
99












H S S S S S S
K-53 4BPF 4BMPF 3BF 5APF 5APF 4BPF
1×3 1×4 1×3
5 5 5
Oven-temp.(oC) 185 190 185
Powder
fineness(%)






















ihrs. 0.366 0.388 0.395 0.367





acetoneonly 0.361 0.391 0.332 0.359
withmethanol
+radiolite(1g) 0.409 0.405









0.373 0.393 0.388 0.381 91.1



















































Mean元 一0.398 0.405 0.396
A
StandardDeviationq 0.012 0.005 0.007
Rccovcry,Oo' 95.2 96.9 94.7
Table9.RecoveriesoIAlethrinfromBaseCoils.
(Mos.1-3)

































































LI 103.7 109.5 105.4
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trams-chrysanthemate)in mosquito coils was
developed bygaschromatography.First,tle
determinationoftechnicalalethrinbygaschro.









from mosquito cons,but allethrin was not
extracted completcly Ⅵith thissolvent. The
highestrecoveryofalcthrinwasobtainedwith
theuseolmethanolasthesolvent.Morethan











graphy under the operational conditions of
Table3.
Undertheseconditions,thegasChromatograms
ofcoilbaseextractsand syncrgistshad no
jnflucnceupondctcrm'LnationoEalethrin.
抄 録
トキサフェン:生分解性物質の混合物
ToxapheneInsecticide:AComplexBiodegrada･
bleMixture.JohnE.CasidaeEat.Scl'cnce,183,
520(1974).
工業的なトキサフェンはシ.)カゲルクロマトグラフ
ィとGLC-MS法とを組み合わせることにより,C10
HlClO,C10HLB_nCln(n-6,7,8,9)よりなる少な
くとも175個のポ1)塩素誘導体の混合物であることが
わかった.β-メトキシプロビオニ トリルとヘプタン
を使用しての分配カラム,及びシリカゲルーヘキサン
吸祈カラムを噸次反粧し,さらに界叩及びTq:約品によ
り各成分のfJ7割を試みた.
ハツカネズミの肋膜内.''Lil.Vl=jE純瀧により.C川HlC17
とCIOHIOClの約rVlがIJ即kを_P.することが明らかにな
った.これらはハツカネズミに対しエT!弘Vlの6m及
び14㍍71t'j･:が'朽く.イエバエm所以柄法で2析及び4
Il.T-T3性がrGい.CIOTilC17はⅩ緑村ilPu払 MS法及び
NMRより2,2,5-endo,6-exo,8.9,10-heptachlorobor･
aneであると同定されT=.両者はTLC及びGLCに
よりエTi弘Vl申2-6%合まれていろことが確認された･
哨乳動物における代謝を調べる為に8Cl及びHCで
ラベルきれたトキサフェンをネズミに14mg/kg経口
投与し,脱出捌 ヒと脱離反応を14EIRtJ調べた･ トキサ
フェンはほとんど排継前に代謝され,尿及び灘便中に
代謝されないものがそれぞれ0.7%,3%,部分r伽こ脱
塩素化された代謝産物が5%,21-24%現われる.柿
泄tlされた38Clの44-57%は尿中に氾苅イオンとして
存花する.
代邦速皮とそのT,!_皮を調べろ2:もにシ.)カゲルーヘキ
サンカラムで7つの弼分に分脈したが.これらの成分
のrljuネズミとイエバエとの打It]の選択性には大差はな
く,そのiWkはエITi梨.Vlの%から3倍の和田であった･
この純宋多くのトキサフェン成分は,哨乳動物におい
て,生体内脱塩素化を受けやすいグループを持ち,C-
C1結合の約半数は代謝的に不安定である.工業的な
トキサフェンの分離,構造決定,代謝及び環境残留に
ついて,上述の方法でさらに詳しく決定されるだろう.
(山本敏彦)
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